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益田市の中山間地域コミュニティ

再生重点プロジェクト事業

・地域マネージャーを設置していない

・地区振興センターと地域組織が連携



設置について

平成１６年１１月の益田市合併

地区公民館単位に設置（２０センター）

センター長（公民館長）・市職員・嘱託職員



・地域住民と行政との協働による地域づく

りを推進

・地域住民による主体的で特色ある地域

づくり活動を支援

・地域住民が自ら考え行動する住民自治

の確立

設置目的



・地域づくりの基本となる計画策定の支援

・地域づくりの中核となる組織の設立支援

及び育成

・地域住民と行政との協働による地域活動

の推進

業務

・公民館活動との連携

・諸証明等の行政サービス



Ｚ



高齢化率 ３０．２％

４０％を越える地区

・・・ ９地区

「限界的集落」に該当する自治会

４０自治会以上（全体の約１５％）



種地区
（旧益田市）

二川地区
（旧美都町）

匹見下地区
（旧匹見町）



地区 種 二川 匹見下 益田市全体

人口 ３３２人 ２９２人 ３３８人 ５１，４７６人

世帯数 １１９世帯 １３０世帯 １１８世帯 ２１，３７４世帯

高齢化率 ３８．９％ ４４．２％ ６６．６％ ３０．２％

平成２１年１２月末現在 住民基本台帳及び外国人登録による



種地区
（旧益田市）

二川地区
（旧美都町）

匹見下地区
（旧匹見町）



１．地域の概況

旧匹見町

匹見下地区

匹見上地区

道川地区



１．地域の概況

17集落 17自治会

限界集落8自治会

人口等 世帯数１８８

人口３３７人

高齢化率６７．１％

平成２２年２月末

危機的集落6自治会



１．地域の概況

４つの連合自治会

広瀬連合自治会

澄川連合自治会

内谷連合自治会

内石連合自治会









Ａ連合自治会 Ｂ連合自治会

匹見総合支所

旧澄川小学校（新たな結節拠点）

田舎体験・滞在･定住希望 ボランティア活動による人的支援提供

島根県中山間地域研究
センター

専門的なアドバイス･支援

基礎的な生活圏を形成することが出来る
質的・量的にまとまった担い手を確保する

集落単位では出来ない
機能を担う

複数集落を包括し
スケールメリットを発揮



































種地区
（旧益田市）

二川地区
（旧美都町）

匹見下地区
（旧匹見町）



二川地区の取り組み

二川の未来を創る会

二川地区振興センター



地域課題についての話し合い







参加者自らが考え出した課題や目標



今後の方向性について



住民総出で取り組みを開始



秋に向けて第２段の開始！



空港マラソンにも参加しました



生活道路の環境改善案を図案化



安全衛生管理講習会



小学校との連携～親子ふれあい活動での取り組み～



地域資源の活用

名
所
旧
跡
の
紹
介



地域総出の小学校美化活動



柚子への思い



原
点
に
返
っ
た
取
り
組
み



柚子栽培講習会



二川の魅力満載



昭和５１年頃の二川の田園風景



観光施設

美都温泉湯元館

道の駅サンエイト美都

新鮮野菜市



柚子商品のご紹介



仲秋の名月でのお月見ナイトウォーク



地域で育む宝もの



地域の安全を見守る声かけ隊の会合



５
人
組
台
帳
の
作
成



救急キット～他の地域にも普及しています～



地区内唯一の公共交通



ＮＰＯ法人たすけあい平田さんへの
視察研修



益
田
市
の
計
画
（
素
案
）



更なる乗車率向上への取り組みも急務となっています



あ
ら
ゆ
る
可
能
性
へ
の
思
い



地域との交流



若杉天然林

双川峡 養戸の滝



新
し
い
取
り
組
み



持ち寄った食材で昼食づくり



きままに楽しく生きがいづくり



食後は軽運動でストレッチ



交流サロンのはじまり



布ぞうりをつくりました





ありがとうございました

ご清聴を感謝いたします



種地区
（旧益田市）

二川地区
（旧美都町）

匹見下地区
（旧匹見町）





１ 種地区の概況

１）種地区の現況と課題 H.21.１２

復旧田への田植耕作放棄地復旧の為の草刈り 耕作放棄地復旧後のコンニャク畑

地域の現況

自治会数 ４自治会 集落数 11集落 高齢化率
38.9%

人口 332人 世帯数 119世帯

耕地面積 35.98ha 遊休農地 14.57ha

遊休農地率
40.49%

遊休農地解消面積
100a

復田面積
82a



 集落再編の促進・・集落人口ビジョンの住民への周知・集落再編の協議
 定住対策の推進・・受け入れ体制の整備。持続的な定住促進活動の実施
 住みよいコミュニティづくり・・交通対策・生活対策

 旧種小学校跡地の利用・・・地域活動の拠点整備

 地域活動の推進・・廃校を利用した農産加工場の整備・運営。商品開発・販売促進
 遊休農地の解消・・農地・地域マップで地域資源の状況を再確認する。

・地域資源を活かした加工品の製造、遊休農地での取り組み。
・乾燥機等機材導入による加工品の製造

 先進地視察
 販路確保

・ふるさと便（サンプル）発送。
・地元スーパー、直販店での販売

① 新たなコミュニティの形成

② 地域資源を活用した産業振興

２ 新たな地域運営の仕組みによる活動目標

～種まなびや工房を中心とした活動～



種のあすをゆめみる会のスタート（Ｈ１7.3)
※種地区の人口減少や地域活動の停滞を危惧する住民有志１５名で設立。
※主な活動は
・地域出身者への「種だより」の発行 ・アンケート調査
・ＵＩターン定住推進 ・農産物等の販売促進

H１９年３月種小学校が閉校

※廃校活用の検討・・・廃校事例調査・先進地視察

「種まなびや工房」の設立 Ｈ２１．３

H１９年４月地域振興プロッジェクトへの取り組みを開始

※定住対策・ＵＩターン者の確保（種だより）
※農地の保全管理（農地マップ）

※地域資源を活かした特産品の育成（柚子・梅・コンニャク）

平成１７年

平成１９年

平成２１年

加工施設「種まなびや工房」設置Ｈ２０年８月（教室棟改造）
ふるさと会員へのふるさと便の発送（もち・コンニャク）平成２０年

地域全体参加組織

加工場設立委員会※ふるさとパックのサンプル発送

３ 「種まなびや工房」設立の背景、活動の経緯



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんお元気ですか？我がふるさと種の自然も冬の訪れを感じます。 

この種だよりも一年半ぶりに発刊となりました。四季それぞれ行事があり、なかなか２

号が発行できなかった事に対しお詫び申し上げます。さて、今年のふるさとの状況です

が、３月２５日に種小学校が閉校となりました。１３３年の歴史も終わりとなり本当に

寂しい限りです。こうして種だよりを発刊する事でふるさとを思い出していただければ

幸いです。 

今年度は何としてでも種の活性化に向けスタートしていきたいと思いますので皆さん

のご協力をお願い申し上げ、挨拶にかえさせていただきます。 会長  野村  豊 

 

 種の学舎として１３３年の歴史を持つ『種小学

校』が諸事情により統廃合となり、１８名の児童達

が、４月より安田小学校へスクールバスで通学を始

めました。 

 ３月２５日に種小学校の閉校式・閉校記念碑の除

幕、開校以来多くの皆さんが学んだ校舎とのお別

れ会（記念式典）を開催致しました。その一部を写 

第２号 

種のあすをゆめみる会 

真で紹介します。 ※記念碑には【さくら舞う たねの学び舎 ゆめの跡】と刻んでいます。 

 

 

 

 種小学校の閉校に伴い、“閉校記念誌”を発刊する運びとなりました。発刊日は未

定ですが、皆さんからご希望があれば１冊５，０００円（送料込み）で発送致します。

ご購入の方は『寄付』という形で記念誌にお名前を記載させて頂きたいと思います。 

尚、申し込みは１２月２０日消印までとします。  ℡ 0856-27-1008 

H１９年１２月 



種まなびや工房組織図及び活動イメージ

種出身者への情報提供と、
種の産物を買ってもらう、
使ってもらうシステムを作
る。
ふるさと便として地元農産
物等の利用者の拡大を図
り、さらには経済効果をも
たらす。
21年度は新規名簿の作成
とふるさと会員の増加に向
けた取り組みを計画

地元産原材
料で加工

草餅
コンニャク
茹で竹の子
乾燥竹の子
乾し大根
梅干し

原料生産

もち米
うるち米
コンニャク
芋
竹の子
梅・シソ
大根

会長

事務局
地区振興センター（渡邉・岩藤）

部門長
他 3名

食
生
活
推
進
協
議
会

連合自治会

生
部
産

加
工
部

販
売
部

種まなびや工房

商品企画・販売促進
活動母体は種のあすをゆめみる会
（事務局：地区振興センター）

種出身者への情報提供
（ふるさと会員）

公民館だよりの発行 月1回
「あした天気になーれ」

種ふるさとだより発行 年１回
ふるさと便の発送

種
の
あ
す
を
ゆ
め
み
る
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

長
寿
会

婦
人
会

種
の
あ
す
を
ゆ
め
み
る
会

第
一

第
二

上
種

寺
廻

部
門
長

部門長



加工場



種まなびや工房の活動内容

１、地域資源の活用

・竹の子・・竹林被害の解消→集荷・加工販売

・ゆず・・・・多くの柚子が放置されている。→集荷・販売

・大根・・・・各家庭で栽培の余りを集荷→加工・販売

・コンニャク・・種イモを配布、栽培→集荷・加工・販売

・梅・・・・放置梅林→管理・栽培・加工・販売

・コシヒカリ・・集荷・精米・販売

・もち米・・栽培・加工・販売

２、高齢者農家からの農産物の買い取りにより生産意欲向上し栽培面
積も増加。



活動写真



３ 旧種小学校を活用した地域活動の拠点整備

教室等の利用・・・加工場
管理棟の利用・・・旧種小学校跡地検討委員会

Ｈ21年4月より地区内団体長
センター長5名で設立



地区住民総参加の交流活動

種ふるさと祭り

わが町自慢フェアー出店

あじさい健康ウォーク

開催時期 行事
参集者
（H20）

今後
参集者
期待数

４／上 種ふるさとまつり（山菜まつり） 320人 400人

6月21日 アジサイ健康ウオーク 98人 150人

7月25日 松永牛肉まつり 1500人 1500人

9月27日 敬老会（参加者） 55人 70人

10月11日 種地区運動会（古里選手参加） 230人 250人

11月22日 種地区文化祭 250人 300人

1月3日 新春神楽大会 140人 150人

◇ 種地区年間行事



交通対策

生活バス
21年3月まで運行

１、毎日の定期運行で乗車率が低い
２、奥部にとっては路線まで遠い

デマンドタクシー
21年4月より運行開始

１、週2回（火、金）の運行
２、完全予約制である。
３、自宅前まで送迎される。
４、幅員の狭い地区にも運行が可能になった。

便数は減るが家の前まで
来てくれるので高齢者に
も安全で買い物にも便利

20年度の取り組み 7月18日
8月29日

市交通観光課、自治会長、センター職員
で協議

「デマンド方式は地域住民にとって平等である」
との考えで住民意識が統一された。導入決定



課 題

１、新たなコミュニテイの形成
・旧種小学校管理棟の改築の推進を行う。
・定住促進活動を「種だより」等を介して地道に継続してゆく。
・石見交通の種路線廃止（23年4月より）に伴い新たな交通対
策の協議を早急に行う必要がある。

２、資源を活用した産業振興
・後継者の育成を行う。
・商品の開発（売れる商品）を行う。
・地域内の活動の輪を今以上に広げてゆく。
・販路の拡大・・・積極的なＰＲ活動を行う。
・運営の安定化の為の効率化に取り組む。



種地区
（旧益田市）

二川地区
（旧美都町）

匹見下地区
（旧匹見町）



事業評価

・地域運営・地域経済活動の姿が見える

施策展開

・モデル地区の取組み情報発信

・地域住民が主体となる地域自治組織の確立

課題等

・地域に危機感の温度差




